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令
和
５
年
度
本
会
予
算
決
定

全
国
市
議
会
旬
報 

デ
ジ
タ
ル
化

本
会
は
2
月
9
日
、
東
京・都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第
２
３
０
回
理
事
会・第
１
１
４
回

評
議
員
会
合
同
会
議
を
開
催
し
、
令
和
5
年
度
各
会
計
予
算
案
の
ほ
か
、
全
国
市
議
会
旬
報

提
供
方
法
の
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
案
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
（
1

～
２
面
）。

清
水
富
雄
会
長（
横
浜
市
）

は
冒
頭
あ
い
さ
つ
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

ま
ん
延
や
原
油
価
格
・
物
価

の
高
騰
な
ど
に
よ
る
厳
し
い

情
勢
下
で
、
地
方
税
財
政
の

充
実
に
つ
い
て
国
に
対
し
強

く
求
め
て
き
た
と
強
調
。
そ

の
結
果
、
与
党
の
令
和
５
年

度
税
制
改
正
大
綱
で
は
、
自

動
車
関
係
諸
税
に
つ
い
て
現

行
の
減
税
制
度
や
税
率
区
分

を
本
年
12
月
末
ま
で
維
持
し

た
上
で
、
そ
の
後
は
段
階
的

に
見
直
す
な
ど
、
地
方
税
収

の
確
保
に
一
定
の
配
慮
が
な

さ
れ
た
こ
と
や
、
土
地
に
関

す
る
固
定
資
産
税
で
は
、
負

担
の
均
衡
化
に
向
け
た
既

定
の
措
置
が
行
わ
れ
、
令

和
５
年
度
地
方
交
付
税
及

び
一
般
財
源
総
額
が
前
年

度
か
ら
増
額
確
保
さ
れ
た

と
述
べ
た
。

地
方
議
会
の
関
係
で
は
、

昨
年
12
月
に
成
立
の
地
方

自
治
法
の
一
部
改
正
法
に

よ
り
、
議
員
個
人
に
よ
る

請
負
に
関
す
る
規
制
の
緩

和
、
災
害
等
の
場
合
の
開

会
日
変
更
に
関
す
る
規
定
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、同

じ
く
昨
年
12
月
に
岸
田
首
相

に
提
出
さ
れ
た
第
33
次
地
方

制
度
調
査
会
の
答
申
で
「
議

会
の
位
置
付
け
等
の
明
確

化
」
が
掲
げ
ら
れ
、
地
方
自

治
法
に
議
会
の
位
置
付
け
と

役
割・
責
任
、議
員
の
職
責
を

明
確
に
規
定
す
る
方
向
性
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、「
実
現
に
向
け
て
皆

清水会長（横浜市）

正副会長会議の模様

本
会
は
1
月
24
日
、
横

浜
市
で
正
副
会
長
会
議
を

開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
令
和
５
年

度
本
会
各
会
計
予
算
案

な
ど
に
つ
い
て
了
承
し
、

第
２
３
０
回
理
事
会
・
第

１
１
４
回
評
議
員
会
合
同

会
議
に
諮
る
こ
と
と
し
た
。

正
副
会
長
会
議
は
金
沢
市

で
開
催
予
定
だ
っ
た
が
、
１

月
24
日
か
ら
翌
日
に
か
け
て

北
陸
地
方
を
中
心
に
大
雪
・

荒
天
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、

横
浜
市
に
変
更
し
て
開
催
し

た
。

正副会長会議 正副会長会議 
於・横浜市於・横浜市

本
会
で
は
、
令
和
2
年
2

月
に
開
催
の
評
議
員
会
で

「
本
会
の
運
営
・
活
動
の
簡

素
化・効
率
化
計
画
」が
了
承

さ
れ
て
以
来
、
部
会
長
会
議

の
開
催
地
の
見
直
し
や
理
事

会
・
評
議
員
会
の
合
同
会
議

化
、
協
議
案
件
に
係
る
資
料

の
事
前
送
付
な
ど
の
見
直
し

を
行
い
、
翌
3
年
2
月
に
は

同
計
画
と
併
行
し
て
社
会
・

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展

に
対
応
し
た
事
務
事
業
の
見

直
し
や
効
率
化
―
な
ど
を
内

容
と
す
る
「
事
務
局
組
織
・

事
務
処
理
等
の
見
直
し
に
関

す
る
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、

様
方
か
ら
力
強
い
支
援
・
協

力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
」
と
謝

意
を
示
し
た
。

ま
た
、
講
演
で
は
、
総
務

省
の
内
藤
尚
志
総
務
審
議
官

が
「
地
方
行
財
政
の
課
題
」

と
題
し
説
明
し
た
。

【
２
面
へ
続
く
】

第
230
回
理
事
会
・
第
114
回
評
議
員
会
合
同
会
議

令
和
5
年
度
一
般
会
計
予
算

歳
出
抑
制
へ
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組
織
の
ス
リ
ム
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、

令
和
5
年
度
予
算
で
は
、
人

件
費
を
含
む
事
務
費
を
大
幅

に
削
減
し
た
ほ
か
、広
報
・
研

修
費
で
は
、
本
会
の
機
関
紙

「
全
国
市
議
会
旬
報
」の
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
移
行
な
ど
で
大

幅
な
歳
出
の
抑
制
を
図
っ
た
。

一
方
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、

人
口
減
に
よ
る
各
市
区
か
ら

の
負
担
金
の
減
少
に
加
え
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
助
成
金
の

削
減
等
に
よ
り
減
少
し
て
い

る
。本

会
の
財
政
収
支
は
、
引

き
続
き
相
当
な
赤
字
幅
が
あ

る
た
め
、
歳
入
見
合
い
の
歳

出
規
模
と
な
る
よ
う
、
今
後

と
も
組
織
及
び
事
業
規
模
の

本
会
の
機
関
紙
「
全
国
市

議
会
旬
報
」
の
提
供
方
法

に
つ
い
て
は
、
昨
年
11
月

の
第
２
２
９
回
理
事
会
・
第

１
１
３
回
評
議
員
会
合
同
会

議
で
紙
媒
体
で
の
提
供
を
希

望
し
な
い
市
区
議
会
の
増
加

や
議
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進

展
等
を
踏
ま
え
、
令
和
5
年

度
か
ら
紙
媒
体
で
の
送
付
を

停
止
し
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る

提
供
へ
一
本
化
す
る
方
向
で

具
体
的
検
討
を
進
め
る
こ
と

が
了
承
さ
れ
た
。

デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
提
供
へ
一
本
化

全
国
市
議
会
旬
報

そ
の
後
、
提
供
方
法
に
つ

い
て
具
体
的
検
討
を
進
め
た

結
果
、
令
和
5
年
度
か
ら
利

便
性
の
確
保
に
十
分
配
慮
し

た
上
で
、
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る

提
供
に
一
本
化
す
る
こ
と
が

了
承
さ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
松
本
剛
明

総
務
大
臣
の
代
理
で
あ
る
柘

植
芳
文
総
務
副
大
臣
、
岡
田

直
樹
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
担
当
大
臣
兼
地
方
創

生
担
当
大
臣
が
あ
い
さ
つ
し

た
。柘

植
副
大
臣
は
、
岸
田
内

閣
が
最
重
要
施
策
と
位
置
づ

け
る
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
に
つ
い
て
触
れ
、
総

務
省
と
し
て
「
地
域
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル

実
装
」
を
進
め
て
い
く
と
あ

い
さ
つ
。

地
方
議
会
に
つ
い
て
は
、

「
昨
年
末
に
地
方
制
度
調
査

会
で
決
定
さ
れ
た
答
申
を
踏

ま
え
、
法
制
上
の
措
置
を
含

め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

い
く
。
議
員
の
請
負
禁
止
の

緩
和
等
を
行
う
地
方
自
治
法

改
正
に
つ
い
て
も
、
そ
の
施

行
に
向
け
適
切
に
対
応
し
て

い
く
」
と
語
っ
た
。

岡
田
大
臣
は
、
令
和
４
年

柘植総務副大臣

岡田デジ田構想・
地方創生担当大臣

末
に
策
定
し
た
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略

に
基
づ
き
、
地
方
と
も
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
地
方
の
デ

ジ
タ
ル
実
装
加
速
化
を
行
っ

て
い
く
と
し
た
上
で
、「
今
後

と
も
地
方
の
思
い
を
大
切
に

し
、
地
方
創
生
に
取
り
組
む

幅
広
い
関
係
者
の
声
に
耳
を

傾
け
て
、
時
代
の
変
化
を
捉

え
な
が
ら
、
活
力
あ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
述

べ
た
。

来来  

賓賓  

祝祝  

辞辞

全国市議会旬報は、令
和5年4月5日号から、本会
ホームページ上での提供
に変わります。
提供方法のデジタル化

移行につきまして、皆様方
のご理解・ご協力を賜りま
すようよろしくお願い申し上
げます。

合
同
会
議
で
は
、「
標
準

会
議
規
則
等
の
改
正
等
に
関

す
る
検
討
会
議
（
座
長
＝
本

多
修
横
浜
市
会
議
会
局
議
事

課
長
）」
に
よ
る
検
討
状
況

の
経
過
報
告
が
な
さ
れ
た
。

同
会
議
は
、
標
準
市
議
会

会
議
規
則
及
び
標
準
市
議
会

委
員
会
条
例
の
見
直
し
等
の

必
要
が
生
じ
た
場
合
の
検
討

機
関
と
し
て
令
和
3
年
5
月

に
設
置
。令
和
4
年
度
は
、昨

年
7
月
に
開
催
さ
れ
た
部
会

長
会
議
で
、都
道
府
県・
町
村

両
議
長
会
の
標
準
会
議
規
則

等
と
の
整
合
性
や
デ
ジ
タ
ル

化
の
進
展
等
を
踏
ま
え
、
改

正
の
是
非
も
含
め
て
検
討
す

る
よ
う
、
同
検
討
会
議
に
諮

問
し
た
。

同
会
議
は
以
後
6
回
に
わ

た
っ
て
検
討
・
議
論
を
行
い
、

参
考
規
定
と
な
っ
て
い
る

条
文
の
格
上
げ
や
、
議
会
運

営
の
実
態
に
応
じ
た
修
正

な
ど
の
改
正
案
を
取
り
ま

と
め
た
。
し
か
し
、
第
33
次

地
方
制
度
調
査
会
で
「
議
会

に
関
連
す
る
手
続
き
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
」
を
含
む
答
申
が

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
具
体
的
な
法
律
改

正
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ

た
時
点
で
規
則
及
び
条
例
を

改
正
す
る
こ
と
が
適
当
と
判

断
し
、
標
準
会
議
規
則
の
改

正
は
見
送
っ
た
。

検
討
会
議
で
は
、今
年
度
の

検
討
状
況
及
び
デ
ジ
タ
ル
化

に
関
す
る
見
直
し
と
そ
の
他

必
要
な
見
直
し
事
項
に
つ
い

て
次
年
度
に
申
し
送
り
、
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
て
標
準
会
議

規
則
、
委
員
会
条
例
の
改
正

を
行
う
と
し
て
い
る
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•

•••••••••••••••••••••••

見
直
し
を
行
い
、
赤
字
幅
の

縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

し
て
い
る
。

標
準
会
議
規
則
等
改
正
見
送
り

検
討
報
告

標
準
会
議
規
則
等
の
改
正
等

に
関
す
る
検
討
会
議

会
長
市
、
部
会
長
市
、
政
令
指

定
都
市
及
び
中
核
市
の
代
表

市
の
議
事
担
当
課
長
等
で
構

成
さ
れ
、議
事
運
営
は
会
長
市

の
構
成
員
が
掌
る
と
定
め
て

い
る
。

•
•
 •

 •
 •

 •
•

【
1
面
か
ら
続
く
】

ホームページでは、平
成18年1月15日以降
の旬報バックナンバ
ーを掲載しています。

https://www.si-gichokai.jp/
syun/index.html

全国市議会旬報

全国市議会旬報の全国市議会旬報の
提供方法が変わります提供方法が変わります

（令和5年4月から）（令和5年4月から）
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１　子ども・子育て施策等について
〇こども家庭庁の創設による新たなこども政策の
推進にあたっては、国と地方自治体との定期的
な意見交換や協議、ＮＰＯをはじめとする市民
社会との積極的な対話・連携・協働を行うこと

〇子ども・子育て支援新制度について、制度改正
を行う場合には、地方との協議に基づいて実施
し、必要な財政措置を講じること

〇保育所の職員配置基準の改善及び職員の処遇改
善に必要な予算の確保を図ること

〇子どもたちに直接触れ合う保育士、保育従事者
の賃金や、勤務環境の整備、研修機会の確保な
どの処遇改善等を図ること

〇多様な保育形態の公平性に配慮し、地域子育て
支援拠点事業等への財政措置の充実を図ること

〇認可外保育施設の質の確保・向上に向けた技術
的・財政的支援を講じること

〇認定こども園の普及・移行に必要な施設整備費
や運営費の支援を講じること

〇保育施設の園外活動時の安全確保を図るための
財源措置を講ずること

２　保育所の待機児童解消について
〇令和６年度末までに約１４万人分の保育の受皿
を整備する「新子育て安心プラン」を確実に推
進すること

〇保育人材の雇用のミスマッチを改善するための
取組を広域で行うこと

〇仕事と家庭を両立できる環境づくりを進めるた
め、更なる育児休業期間の拡大、育児休業の取
得率の向上など、待機児童解消につながる対策
を講じること

３　放課後児童対策について
放課後児童クラブの安定的財源を確保すること

４　子ども医療費助成制度について
地方自治体が独自に実施している子どもの医療

費助成については、所得制限や自己負担のない全国
一律の制度を早期に創設すること
５　不妊治療への財政措置について
不妊治療の多様性を考慮した治療の質の維持・確

保や自己負担額の軽減措置を講じること
６　児童虐待防止対策について
児童相談所や市町村の体制整備、専門的人材の確

保に対し必要かつ十分な財政支援措置を講じること
７　子どもの貧困対策について
〇「子供の貧困対策に関する大綱」に基づき、子
どもの貧困対策と自立支援を総合的に推進する
ための支援を加速・充実すること

〇貧困の世代間連鎖を断ち切るため、ひとり親家
庭への支援策を拡充すること

少子化対策について（会長発言要旨）

「地方税財源の
充実強化に最大限の配慮を」

少子化対策少子化対策 自 民 党
「こども・若 者 」輝く未 来 実 現 会 議

あいさつする
木原座長

自
由
民
主
党
は
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」
が
来
た
る
4
月
1

日
に
発
足
す
る
こ
と
か
ら
、

茂
木
敏
充
同
党
幹
事
長
を
本

部
長
と
す
る
「
こ
ど
も
・
若

者
」
輝
く
未
来
創
造
本
部
を

1
月
19
日
に
開
催
し
、
こ
ど

も
政
策
の
充
実
に
向
け
て
議

論
を
開
始
し
た
。
ま
た
、
同

本
部
の
下
に
設
置
し
た
「
こ

ど
も
・
若
者
」
輝
く
未
来
実

現
会
議
（
座
長
＝
木
原
稔
衆

議
院
議
員
）
は
2
月
6
日
、

こ
ど
も
政
策
に
つ
い
て
、
地

方
六
団
体
等
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
し
た
。

本
会
か
ら
は
清
水
富
雄
会

長
（
横
浜
市
）
が
出
席
し
、

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
本
会

の
要
望
を
述
べ
た
。
そ
の
上

で
、
岸
田
政
権
が
目
指
す
異

次
元
の
少
子
化
対
策
を
実
現

す
る
た
め
、
要
望
内
容
に
つ

い
て
総
合
的
な
検
討
を
求
め

る
と
と
も
に
、
国
と
地
方
が 定

足
数
を
満
た
す
こ
と
が
要
件

オ
ン
ラ
イ
ン
で
一
般
質
問
可
能
に

一
体
と
な
っ
て
少
子
化
対
策

を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に

も
、
少
子
化
対
策
に
必
要
な

地
方
税
財
源
の
充
実
強
化
に

最
大
限
の
配
慮
を
求
め
た
。

総
務
省
は
2
月
7
日
、
第

33
次
地
方
制
度
調
査
会
の
答

申
を
踏
ま
え
、
地
方
議
会
の

本
会
議
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
一
般
質
問
を
可
能

と
す
る
文
書
を
発
出
し
た
。

同
日
の
閣
議
後
記
者
会

見
で
松
本
剛
明
総
務
大
臣
は
、

本
会
議
に
つ
い
て
、「
議
案
に

対
す
る
質
疑
・
討
論
・
表
決
」

と
「
団
体
事
務
全
般
に
つ
い

て
執
行
機
関
の
見
解
を
た
だ

す
趣
旨
で
行
わ
れ
る
一
般
質

問
」
の
2
つ
を
分
け
て
考
え

方
を
整
理
し
た
と
述
べ
た
。

「
議
案
に
対
す
る
質
疑
・

討
論
・
表
決
」
に
つ
い
て
は
、

本
会
議
に
お
け
る
団
体
意
思

を
最
終
的
に
確
定
さ
せ
る
う

え
で
、
議
員
本
人
に
よ
る
自

由
な
意
思
表
明
は
疑
義
の
生

じ
る
余
地
の
な
い
形
で
行
わ

れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
法
上
、
表
決
の
要

件
と
し
て
出
席
が
前
提
と
な

り
、
表
決
と
一
体
不
可
分
の

議
事
と
し
て
行
わ
れ
る
討
論

や
質
疑
に
つ
い
て
は
、
議
員

が
議
場
で
行
う
必
要
が
あ
る

と
し
た
。

一
方
、「
団
体
事
務
全
般

に
つ
い
て
執
行
機
関
の
見
解

を
た
だ
す
趣
旨
で
行
わ
れ
る

一
般
質
問
」
に
つ
い
て
は
、

形
式
に
つ
い
て
も
法
律
の
定

め
が
な
く
、
各
団
体
の
会
議

規
則
な
ど
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
議
場
に
出
席
し
て

い
る
議
員
数
が
定
足
数
を
満

た
し
て
い
れ
ば
、
本
会
議
に

出
席
が
困
難
な
事
情
を
抱
え

る
欠
席
議
員
が
オ
ン
ラ
イ
ン

で
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

総務省

発言する清水会長
（横浜市）

六 団 体 など へヒアリング

清水会長

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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長崎市役所新庁舎
（写真提供＝長崎市）

議場
（同左）

▽
長
崎
市
（
長
崎
県
）

〒
８
５
０
―
８
６
８
５

長
崎
市
魚
の
町
４
―
１

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

新
庁
舎
は
19
階
建
て
、
最

上
階
に
は
展
望
フ
ロ
ア
が
あ

る
。
５
階
の
議
場
の
議
席
は

旧
議
場
と
同
じ
馬
蹄
形
を
採

用
、
傍
聴
席
に
は
車
い
す
ス

ペ
ー
ス
、
親
子
連
れ
の
た
め

の
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。

新
庁
舎
落
成

八幡市役所新庁舎
（写真提供＝八幡市）

議場
（同左）

▽
八
幡
市
（
京
都
府
）

〒
６
１
４
―
８
５
０
１

八
幡
市
八
幡
園
内
75

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号

は
変
更
な
し

議
会
フ
ロ
ア
に
は
中
庭
が

設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
理

事
者
控
室
と
し
て
も
用
い
ら

れ
る
展
望
ロ
ビ
ー
か
ら
は
男

山
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
議

場
ロ
ビ
ー
か
ら
は
ガ
ラ
ス
の

間
仕
切
り
で
隔
て
ら
れ
た
議

場
内
部
の
様
子
を
観
る
こ
と

が
で
き
る
。

清水次期会長
（横浜市）

古泉会長（新潟市）

河村東北大准教授

本
会
指
定
都
市
協
議
会

（
会
長
＝
古
泉
幸
一
新
潟
市

議
会
議
長
）は
2
月
８
日
、第

30
回
総
会
を
全
国
都
市
会
館

で
開
催
。
次
期
会
長
に
清
水

富
雄
横
浜
市
会
議
長
を
選
任

し
た
ほ
か
、
来
年
の
協
議
会

活
動
案
な
ど
に
つ
い
て
協
議

し
た
。

冒
頭
、
古
泉
会
長
か
ら
の

あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
後
、
協

議
に
入
っ
た
。

来
年
度
の
活
動
案
に
つ
い

て
は
、「
協
議
す
べ
き
テ
ー

マ
」
と
「
要
望
す
べ
き
項
目
」

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通

り
決
定
し
た
。

「
協
議
す
べ
き
テ
ー
マ
」に

は
①
多
様
な
大
都
市
制
度
の

創
設
等
②
議
会
の
権
能
強
化

―
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
決
定
。

「
要
望
す
べ
き
項
目
」
に
は

①
多
様
な
大
都
市
制
度
の
早

期
実
現
②
地
方
税
財
源
の
充

実
確
保
③
地
方
議
会
議
員
の

厚
生
年
金
へ
の
加
入
④
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
―
を
決
定
し
た
。

「
要
望
す
べ
き
項
目
」に
つ

い
て
は
、
来
年
度
の
総
会
に

お
い
て
国
等
の
動
向
を
見
極

め
つ
つ
、
実
際
の
要
望
項
目

と
す
る
か
決
定
す
る
。

こ
の
ほ
か
、
来
年
度
協
議

会
歳
入
歳
出
予
算
案
、
令
和

5
年
度
国
と
地
方
の
協
議
の

場
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

委
員
の
推
薦
な
ど
に
つ
い
て

も
協
議
の
上
、
原
案
通
り
決

定
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
次
期
会

長
に
清
水
富
雄
横
浜
市
会
議

長
、
次
期
副
会
長
に
田
中
明

秀
京
都
市
会
議
長
、
次
期
監

事
に
和
氣
健
岡
山
市
議
会
議

長
、
太
田
康
隆
浜
松
市
議
会

議
長
を
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致

で
選
任
（
役
員
人
事
は
４
月

１
日
付
）。
清
水
次
期
会
長

は
「
政
令
指
定
都
市
特
有
の

課
題
の
解
決
に
向
け
て
全
力

を
注
い
で
い
く
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
の
第
31
回

総
会
の
開
催
地
を
京
都
市
に

決
定
し
た
。

総
会
終
了
後
、
本
会
指
定

都
市
協
議
会
は
研
究
会
を
開

催
し
、
東
北
大
学
大
学
院
情

報
科
学
研
究
科
の
河
村
和
徳

准
教
授
が
「
多
様
な
人
材
の

市
議
会
へ
の
参
画
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

講
演
で
は
、
女
性
や
若
者

な
ど
多
様
な
住
民
の
意
見
を

集
約
す
る
た
め
の
広
報
・
広

聴
活
動
へ
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

導
入
や
、
リ
モ
ー
ト
出
席
で

障
害
を
抱
え
た
方
や
妊
婦
な

第30回総会の模様

ど
が
議
会
に
参
画
で
き
る
仕

組
み
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
し
た
議
会
の
多
様
性
促
進

策
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。

現
状
の
議
会
構
成
で
は
意

見
を
聞
く
こ
と
が
難
し
い
多

様
な
人
々
と
繋
が
り
、
議
論

の
偏
り
を
補
正
し
て
い
く
の

が
良
い
と
し
た
。

研
究
会
　
多
様
な
人
材
の

研
究
会
　
多
様
な
人
材
の

市
議
会
へ
の
参
画

市
議
会
へ
の
参
画

指
定
協

指
定
協  

第第
3030
回
総
会

回
総
会

次
期
会
長
に
清
水
横
浜
市
会
議
長

次
期
会
長
に
清
水
横
浜
市
会
議
長
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プ
ラ
ご
み
問
題
特
別
委
員
会

要
望・提
言
　
取
り
ま
と
め

大川委員長
（小田原市）

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は

じ
め
と
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
問
題
に
関
す
る
特
別
委

員
会
（
委
員
長
＝
大
川
裕
小

田
原
市
議
会
議
長
）
は
2
月

7
日
、
全
国
都
市
会
館
で
第

3
回
委
員
会
を
開
催
。
「
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
は
じ

め
と
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
問
題
に
関
す
る
要
望
・
提

言
」
を
取
り
ま
と
め
、
委

員
会
終
了
後
に
政
府
・
関
係

国
会
議
員
の
要
職
に
面
談

し
、
要
望
を
行
っ
た
。

要
望・提
言
は
「
国
に
対
す

る
要
望
」
と
「
国
及
び
地
方

自
治
体
等
に
対
す
る
提
言
」

の
2
部
構
成
で
、
▽
委
員
35

市
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
▽

小
田
原
市
・
諏
訪
市
・
丸
亀
市

へ
の
現
地
調
査
▽
有
識
者
等

と
の
意
見
交
換
会
等
―
を
踏

ま
え
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題

【国に対する要望】
１　プラスチック資源循環促進の支援措置等
⑴　地方自治体に対する支援措置の拡充
①　地域の実情に応じた財政支援措置の
拡充

②　収集体制構築への支援
⑵　事業者に対する支援措置の拡充
①　再生事業者等への支援
②　プラスチックの削減・資源循環に取り組
む事業者への支援

⑶　拡大生産者責任の強化・明確化
⑷　徹底した分別の啓発
⑸　プラスチック資源循環の取組の評価と公開

２　海洋プラスチックごみ対策
⑴　回収対策への財政支援の拡充
⑵　地方自治体間の協働体制構築への支援
⑶　漁具の適正な管理・処理への支援等
⑷　マイクロプラスチックの調査研究の推進と対策

３　国際社会との連携・協力の強化
【国及び地方自治体等に対する提言】
１　国民の意識醸成
２　環境教育の推進
３　プラスチックの使用削減の取組
４　幅広い関係者の連携・協力

海洋プラスチックをはじめとする
プラスチックごみ問題に関する要望・提言項目

三宅自民党環境部会長（左から2人目）

柳本環境大臣政務官（左）

務台自民党環境部会長代理（左から2人目）

を
は
じ
め
、
気
候
変
動
問
題
、

諸
外
国
の
廃
棄
物
輸
入
規
制

強
化
等
へ
の
対
応
と
し
て
、

国
内
に
お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
を
促
進
す
る
重

要
性
へ
の
高
ま
り
を
背
景
に

各
自
治
体
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
廃
棄
物
へ
の
対
策
を
講
じ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
4

月
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
係

る
資
源
循
環
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た

が
、
委
員
会
実
施
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
一
括
回

収
に
よ
り
▽
分
別
収
集
▽
収

集
後
の
選
別
・
保
管
▽
中
間

処
理
施
設
の
整
備
・
運
営
―

等
に
よ
る
経
費
増
額
が
課
題

と
の
回
答
が
多
数
を
占
め
た

要
望
で
は
、
地
方
自
治
体

へ
の
支
援
を
求
め
る
と
と
も

に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
生
事

業
者
、削
減・資
源
循
環
に
取

り
組
む
事
業
者
等
へ
の
支
援

を
求
め
て
い
る
が
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄
物
の

収
集・選
別・保
管
を
含
め
た

処
理
や
再
商
品
化
費
用
を
生

産
者
等
の
事
業
者
が
負
担
す

る
よ
う
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使

用
製
品
に
係
る
＊
拡
大
生
産

こ
と
か
ら
、
要
望
で
は
地
方

自
治
体
に
対
す
る
支
援
措
置

の
拡
充
を
求
め
て
い
る
。

省
産
業
技
術
環
境
局
の
田
中

将
吾
資
源
循
環
経
済
課
長

が
Ｇ
Ｘ
時
代
に
お
け
る
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
循

環
経
済
）
へ
の
転
換
の
必
要

性
や
実
現
に
向
け
た
課
題
な

ど
に
関
し
て
説
明
し
た
。

強
化
・
明
確
化
を

拡
大
生
産
者
責
任

【
要
望
参
加
者
】大
川
裕
委
員

長
（
小
田
原
市
）、
吉
澤
美
樹

郎
副
委
員
長
（
諏
訪
市
）、
多

田
光
廣
副
委
員
長（
丸
亀
市
）

【
要
望
先
】
柳
本
顕
環
境
大

臣
政
務
官
、
三
宅
伸
吾
自
民

党
環
境
部
会
長
、
務
台
俊
介

自
民
党
環
境
部
会
長
代
理

*
拡
大
生
産
者
責
任
…
生
産

者
が
製
品
の
生
産
、使
用
段

階
だ
け
で
な
く
、廃
棄・リ
サ

イ
ク
ル
段
階
ま
で
責
任
を
負

う
と
い
う
考
え
方

者
責
任
の
強
化・明
確
化
」に

つ
い
て
も
盛
り
込
ん
だ
。

こ
の
ほ
か
、
国
及
び
地
方

自
治
体
に
は
、「
ポ
イ
捨
て
や

不
法
投
棄
な
ど
が
課
題
」
と

の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
踏
ま

え
、
国
民
一
人
一
人
の
意
識
醸

成
と
無
関
心
層
へ
の
行
動
変

容
に
繋
が
る
施
策
、
様
々
な

媒
体
を
通
し
た
啓
発
の
必
要

性
に
つ
い
て
提
言
し
て
い
る
。

な
お
当
日
は
、
経
済
産
業

自
治
体
の
経
費
増
額
が
課
題

自
治
体
の
経
費
増
額
が
課
題

•
•
 •

 •
 •

 •
•
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市
議
会
議
員
共
済
会
（
会

長
＝
清
水
富
雄
横
浜
市
会
議

長
）
は
２
月
10
日
、
東
京
・

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
第

１
２
５
回
代
議
員
会
を
開
催
。

令
和
５
年
度
事
業
計
画
及
び

給
付
経
理
、
業
務
経
理
の
各

予
算
案
を
審
議
し
、
原
案
の

通
り
決
定
し
た
。

同
事
業
計
画
は
、
昨
年
開

催
の
令
和
４
年
度
第
２
回
理

事
会
で
了
承
さ
れ
た
予
算
大

綱
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
た

も
の
。

令
和
４
年
度
上
半
期
経
理

状
況
及
び
監
査
結
果
で
は
、

監
事
を
代
表
し
て
山
口
重
雄

監
事
（
高
槻
市
議
会
議
長
）

か
ら
、
共
済
給
付
金
の
決
定

及
び
支
給
並
び
に
会
計
処
理

等
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

旨
報
告
が
あ
り
、
了
承
し
た
。

清水会長
（横浜市）

共
済
会 

第
１
２
５
回
代
議
員
会

来
年
度
事
業
計
画・予
算
決
定山口監事

（高槻市）

本
会
が
主
催
す

る
「
２
０
４
０
未

来
ビ
ジ
ョ
ン
出
前

セ
ミ
ナ
ー
」
が
１

月
23
日
、
宇
都

宮
市
で
開
か
れ
た
。

こ
の
日
は
早
稲
田

大
学
理
工
学
術
院

の
森
本
章
倫
教
授

が
「
都
市
の
コ
ン

パ
ク
ト
化
と
地
域

公
共
交
通
の
再
構

築
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

講
演
で
は
、
地
方
都
市
が

抱
え
る
今
後
一
層
の
人
口

減
少
や
都
市
財
政
の
悪
化

へ
の
対
応
策
と
し
て
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
が
必
要

と
提
唱
。
中
心
市
街
地
と
居

住
区
域
を
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
地

域
公
共
交
通
で
結
ぶ
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
の
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
化
を
行
う
こ
と

で
、
道
路
、
保
育
所
、
学
校

な
ど
都
市
施
設
の
維
持
管

理
費
を
約
２
割
削
減
で
き

未来ビジョン出前セミナー未来ビジョン出前セミナー
2040 2040 宇都宮宇都宮inin

森本教授

芳賀・宇都宮LRTの車両

る
と
し
た
。

地
域
を
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
化
す
る
方
法
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
に
限
ら
ず
、

立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
な

ど
の
立
地
誘
導
策
、
中
心
市

街
地
を
魅
力
的
な
空
間
に
す

る
こ
と
や
Ｌ
Ｒ
Ｔ
な
ど
次
世

代
の
公
共
交
通
の
整
備
が
必

要
と
し
た
。

特
に
「
魅
力
的
な
空
間
を

創
る
の
が
一
番
重
要
」
と

し
、Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
機
能
的・魅
力

的
に
活
か
し
た
海
外
の
事
例

や
国
土
交
通
省
が
推
進
す
る

「
駅
ま
ち
空
間
」
整
備
な
ど

を
挙
げ
、
公
共
交
通
を
中
心

に
生
活
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
を
集
約
し
た
「
歩
い
て
楽

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
提

唱
し
た
。ま
た
、２
０
５
０

年
に
想
像
す
る
理
想
的
な

街
の
一
つ
と
し
て
、
徒
歩

中
心
の
街
か
ら
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や

自
動
運
転
バ
ス
で
郊
外
、

ま
た
自
動
運
転
の
自
家
用

車
が
走
る
中
山
間
地
域
と

が
相
互
に
結
ば
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
動

く
街
を
挙
げ
、
説
明
し
た
。

次
世
代
の
公
共
交
通
に

必
要
な
条
件
と
し
て
は
、
▽

輸
送
力
が
高
い
こ
と
▽
魅
力

的
で
あ
る
こ
と
▽
街
並
み
に

ふ
さ
わ
し
い
こ
と
▽
環
境
に

優
し
い
こ
と
▽
財
政
的
に
維

持
可
能
で
あ
る
こ
と
―
を
挙

げ
、
交
通
自
体
が
魅
力
的
で

あ
る
こ
と
も
中
心
市
街
地
の

魅
力
向
上
に
必
要
と
し
た
。

ほ
か
、
全
国
の
デ
マ
ン
ド

交
通
の
収
支
率
が
23
・
２
％

と
赤
字
で
あ
る
こ
と
や
民
営

化
に
伴
う
運
転
手
の
賃
金
低

下
と
な
り
手
不
足
、
規
制
緩

和
に
よ
り
逆
に
サ
ー
ビ
ス
低

下
が
懸
念
さ
れ
た
岡
山
県
の

事
例
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て

も
説
明
し
、「
全
体
を
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
し
な
け
れ
ば
公
共
交

通
は
動
か
な
い
」
と
し
た
。

北
方
領
土
返
還
で

北
方
領
土
返
還
で

全

国

大

会

全

国

大

会

2
月
7
日
の
「
北
方
領
土

の
日
」
に
、
本
会
を
は
じ
め

と
す
る
地
方
六
団
体
、
内
閣

府
お
よ
び
関
係
民
間
団
体
は

共
同
で
、
令
和
5
年
北
方
領

土
返
還
要
求
全
国
大
会
を
国

立
劇
場
で
開
催
し
、
ア
ピ
ー

ル
の
採
択
等
を
行
っ
た
。

大
会
で
は
、
岸
田
文
雄
首

相
が
「
北
方
領
土
問
題
は
国

民
全
体
の
問
題
。
現
在
の
よ

う
な
状
況
に
あ
る
か
ら
こ

そ
、
国
民
一
人
一
人
が
こ
の

問
題
へ
の
関
心
と
理
解
を
深

め
、
政
府
と
国
民
が
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
不

可
欠
」
と
述
べ
た
。

北
方
領
土
返
還
に
つ
い
て

本
会
は
、
総
会
・
評
議
員
会

に
お
け
る
決
議
や
地
方
行
政

委
員
会
の
要
望
書
に
お
い
て

▽
効
果
的
な
返
還
要
求
運
動

の
推
進
▽
北
方
領
土
隣
接
地

域
の
疲
弊
解
消
の
た
め
の
内

政
措
置
充
実
―
な
ど
を
求
め

て
い
る
。

本
年
は
会
場
参
加
と
ネ
ッ

ト
配
信
の
併
用
で
開
催
し
、

国
内
外
に
幅
広
く
訴
え
た
。

大会の模様（出典：首相官邸HP）


